
 

山行報告書      京都田辺山友会   報告者  廣瀬(秀) 

（山行報告欄のみ若林担当） 

山 名 国見山・交野山・獅子屈寺 山行名  例会山行 

ルート 
津田駅～国見山登山口～夫婦岩～国見山～交野山～くろんど園地キャンプ場～獅子

屈寺～河内磐船駅 

山行日 １２月１日（日） 天 候 晴 

参加者 

リーダー：  廣瀬(秀)       サブリーダー：若林 

男性：上田 宮内、安倉、上野             

女性：伊藤(典)、徳田、玉井，川田(真)、高山、廣瀬(典)、藤田、田中(み)、             

合計：  １４ 名 
ルート概略図 
 
津田駅→高見山登山口→夫婦岩→高見山→

白幡池→交野山→駐車場→かいがけの道→旗
振り山入り口→くろんど園地→キャンプ場→
獅子屈寺→河内磐船駅 

コースタイム 

地名 
時：

分 
地名 

時：

分 

津田駅 
集 7:４0 

交野山 
着 9:56 

発 7:50 発  

国見山登山口 
着 8:34 

駐車場 
着  

発  発  

夫婦岩 

着 ８46 くろんど園

地キャンプ

場 

着 11:30 

発  発 14:00 

国見山 
着  

獅子屈寺 
着 14:30 

発  発  

白幡池 
着 9:30 

河内磐船駅 
着 

15:00 

 

発  発  

山行報告 

JR津田駅に参加者全員(14 名)集合 朝から好天に恵まれ最高の登山日和に成った。 

2 班に分け市内を抜けて移動 登山口から少し登った所の広場にて全員で準備体操を行い登山

開始。 ポイント(展望台)にて眼下に交野市内 枚方市内 遠くには愛宕山の山並みも一望 

時期遅れの紅葉も木漏れ日の合間に一段と輝きを増していたのは圧巻で有った。 

今回の登山は、副部長の怪我により是非とも救急時の対処とストックによる松葉杖の作り方

を現場にて実施したいとの廣瀬部長の方針に沿い昼食後 滑落者発生したとの想定の下、ロ

ープを使い患者の所迄下山 救急に対応する訓練と松葉杖を作り移動する訓練を実施。 

過去 骨折等の経験者は、上手に松葉杖を使い未骨折者はなんとギコチナイ歩き方で、今後の

訓練には松葉杖を使っての歩行訓練をカリキュラムに入れるべきとの意見に爆笑も、参加者一

人一人が真剣に取り組んでおられた姿が印象的であった。交野山での低山登山では有ったが、 

廣瀬部長 生前の意思に添った現地での救急訓練も含めて中味の濃い山行に成った。 

 

ヒヤリハット 

交野カントリーから駐車場に向かう尾根筋の道で降りるべき道を間違う。間違ったことは認識しながら、

以前直進しても同じところに降りたという認識でそのまま直進４００ｍほど過ぎたところでみちがない。元

へ戻る。中途半端な記憶に頼ることなく、間違いを認識した時点で戻るべきあった。２０分ほどのロスが

発生 

 

 

 



 

感想文 

廣瀬(典) 

12月 1 日は快晴で獅子靴寺のもみじは見事に色着いていました。この日はキャンプ場にてロープ

ワーク、三角巾固定の仕方やストックを松葉杖がわりに使える方法などなるほどと思える大切な講

習をして頂きました。先日メンバーの中に怪我をされた方がおられ、誰もが真剣に取り組んでいま

した。ロープの結び方からナビの付け方ひとつひとつを気を抜く事なく完全に行われてこそ救助さ

れる人と救助する人の命を守ることが出来ると今日は改めて感じました。ご指導ありがとうござい

ました。交野山の大岩からは 360度街並みと山々が見渡せて心地良かったです。今日も楽しい山行

き 1日でした。 

 

玉井 

 津田駅に集合。２班に分かれて国見山、交野山経由でくろんど園地、獅子窟寺へ。初めて歩いた

コースで２日目の足が長く感じる。広場で食事後、教育部 Ｗさんによるロープワークの訓練があ

りました。簡易ハーネスを作って安環付きカラビナをかけ木を支点にして負傷者の場所まで降り

る。（なかなか難しい）三角巾での足首捻挫の固定法、腕の吊り方で、自分の服の裾を覆いかぶせさ

らに固定する。（なるほど）ストック２本で松葉杖を作る方

法。（これは初めてでとても勉強になる）参加者が順次に体

験出来て勉強になりました。忘れないうちにと思うのです

が。穏やかな天気、２日続けての紅葉も楽しめました。あ

りがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

獅子窟寺にて 

準備体操は大事です 

簡易ハーネス 木の支点 


